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序

2014 年 5 月「雨水の利用の推進に関する法律」の施行と 2015 年 3 月「雨水の利用の推進に関す

る基本方針」の公表から，2020 年 6 月には新たな「水循環基本計画」が閣議決定された．これらは

資源としての「雨水（あまみず）」の位置づけや，調査研究の必要性，民間レベルでの活動の推進を

より強く打ち出しており，一層の雨水活用やその関連技術の要求が多くなると期待される．また，

2015 年 9 月パリで開催された国連サミットにおいて「2030 年までに達成すべき 17 の目標」SDGs

が採択された．その中には，「安全な水とトイレを世界中に」が掲げられており，衛生的で安全な

生活をめざした水資源の有効活用が一層注目されるようになった．さらに，アメリカの GBC(Green 

Building Council) は「Zero Carbon，Zero Energy，Zero Water，Zero Waste」に関する LEED ZERO 

Program Guide を提示し，2019 年には積極的に雨水活用を取り入れた建物が初の LEED Zero Water

に認定された．このように，日本を含め世界各国は，平常時のみならず，災害時・災害後における

持続可能な生活の実現のため，より積極的な「あまみず（雨水）活用」を推進しようとしている．

この度の改定は，「雨水（あまみず）」活用とこれらの関連技術規準を提示した AIJES-W0003-2016

「雨水活用技術規準」において，上述の急速な社会環境の変化とそれらとの整合性を図り，資源とし

ての「雨水（あまみず）」を雨水活用建築などへ一層の普及促進のために行ったものである．主な改

定は，過去と現在の降水パターンの違い，雨水活用技術規準で示されている「蓄雨」概念やその計

算と評価手法の整理および適応例などを示す内容となっている．

「雨水（あまみず）は，流せば洪水，貯めれば資源」という言葉のように，雨水は「災害の原因で

もあり，生活に必要不可欠な資源である」ことは言うまでもない．したがって，「雨水活用」は持続

可能な循環型社会への実現のために必要不可欠であり，本規準が雨水活用の推進に役立つことを願

うものである．

2024 年 2 月

日本建築学会　



Summary

　In recent years, related to rainwater harvesting, “The Act to Advance the Utilization of Rainwater” 
went into effect in May 2014, “The Basic Policy to Advance the Utilization of Rainwater” was pub-
lished in March 2015, and a new “The Basic Act Plan on the Water Cycle” was approved by the Cabi-
net in June 2020. These are more strongly emphasizing the placement of “Rainwater: 雨水 (amamizu)” 
as a resource, the necessity of research and studies, and the promotion of activities at the private 
level. Therefore, it is expected that the demand for further rainwater harvesting and related technolo-
gies will increase. In addition, the SDGs, “17 goals to be achieved by 2030,” were adopted at the UN 
climate change summit held in Paris in September 2015. One of the goals of the program is “Clean 
Water and Sanitation,” which has brought even more attention to the effective use of water resources 
for sanitary and safe living. In addition, the U.S. Green Building Council (GBC) presented the LEED 
ZERO Program Guide on Zero Carbon, Zero Energy, Zero Water, and Zero Waste, and the first build-
ing to actively adopt rainwater utilization was certified as LEED Zero Water in 2019. Thus, countries 
around the world, including Japan, are trying to more actively promote “rainwater harvesting” in or-
der to lead a sustainable life not only during normal times, but also during and after disasters.
　This revision of the AIJES-W0003-2016 “Technology Standard for Rainwater Harvesting” was 
made to further promote the use of “rainwater” in buildings and other structures in order to respond 
to rapid changes in the social environment. The main revisions include a review of the evaluation and 
calculation method for the “rain stock: 蓄雨 (chikuu)”, the addition of calculation examples, and the ad-
dition of the latest rainfall patterns. 
　It is said that “rainwater is a flood if it is washed away, and a resource if it is stored. As the saying 
goes, rainwater is both a cause of disasters and an indispensable resource for daily life. Therefore, 
“Rainwater Harvesting” is essential to realize a sustainable recycling-oriented society. Finally, we 
hope that this technology standard will contribute to the promotion of rainwater harvesting.



序（第 1版）

「雨水活用（あまみずかつよう）」という言葉は，2011 年に刊行した日本建築学会環境基準（AIJES）

「雨水活用建築ガイドライン」で定義した用語であるが，今日では広く公的にも使われるようになっ

てきている．これまで，建築の世界での雨水への取組みは「雨水利用（うすいりよう）」（Rainwater 

Utilization）として普及してきたが，2014年 4月に「雨水の利用の推進に関する法律（平成 26年法

律第 17号）」が成立し，雨水新時代に入ったと言える．この法律では『雨水（うすい）利用の推進』

と言わずに，『雨水（あまみず）の利用の推進』とあえて読ませている意味が雨水活用に相当する．

「雨水活用」は，“Rainwater Harvesting”の日本語訳であり，これまで日本では「広義の雨水利用」

と言ってきた内容に相当し，建築にとどまらず都市全体の雨水制御や地球環境に関与してきている．

近年，気象庁が異常気象を極端気象と呼び替えるほどに地球温暖化の影響が顕著になり，局地的

集中豪雨による水害などは，もはやこれまでの河川や下水道といった線上のインフラストラクチャー

だけでは対応できず，面状の流域対策の強化が求められている．さらに，都市部の中においても自

然の役割を適切に活用するグリーンインフラストラクチャー導入の取組みも始まっている．

流域対策は，すべての建築が積極的に関わらなければ実現できない性格のものであり，建築の作

り方そのものを根本的に問い直す必要がある．建築とその敷地でどのような流域対策を行えばよい

のか，その方策を示すことが本規準の果たすべき役割である．そこで，新たな概念として「蓄雨（ち

くう）」“Rain Stock”という考え方を示し，雨水をフロー（排出する）からストック（蓄える）へと

取組み方を変換していくことを目指し，これを実践するための方法を技術的な規準にまとめた．

「雨水新時代」の意味はもう一つある．「雨水の利用の推進に関する法律」と同時に「水循環基本

法（平成 26 年法律第 16 号）」が成立したことである．両法律は，これまでの日本の法体系にはない

新しい流れの法である．「雨水の利用の推進に関する法律」は，「水循環基本法」に包含される個別

法として位置づけられている．その他の個別法である河川法や下水道法，水道法，森林法などとと

もに，水循環の健全化を図る役割を担っている．建築においても，これまでの雨水利用から雨水活

用へと取組みを進化させていく必要がある．

建築と雨との関わりは，原始的な家が生まれた時から始まっており，雨から身を守ること，雨漏

りを防ぐことは，建築にとって大きな技術要素であった．その技術が進化したことにより，雨をよ

り早く敷地から外に排除することが常識になっていた．しかし，その集積が今日の都市のインフラ

ストラクチャーへの過度な負担につながったことへの反省も込めて，建築は，あらためて雨との向

き合い方を見直す必要がある．雨は災いと同時に，私たちに生命の恵みも授けてきた．雨水を上手

に活かし，かつ災いを未然に防ぐために，本規準が雨水活用の推進に役立つことを願うものである．

2016 年 3 月

日本建築学会　
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第 1章　目的と範囲

1.1　目 的

　本規準は，雨水活用によって治水および防災に寄与するとともに，利用の促進と環境への配

慮を行うための蓄雨技術の普及を目的とする．

　本規準に先立つ「雨水活用建築ガイドライン」において，雨水活用システムを示し，雨水の日常

的な利用や非常時に備えた活用と生態的な環境を維持する指針を示した．これを踏まえた本規準に

おいて，雨水活用システムを設置する際の技術的なレベルを示し，数値基準として示せる部分を明

確化した．

　雨水利用や雨水貯留浸透の技術指針やマニュアルは，これまでにも各団体でさまざまなものがつ

くられているが，本規準の取組みでは，新たな視点として「蓄雨（ちくう）」という考え方を示し，

治水，防災への取組みを必須として，幅広い用途への雨水の有効利用，水循環の適正化による環境

への寄与が骨子となっている．

　ここでは，蓄雨とは雨水活用のために敷地に雨をとどめる概念を示し，そのための技術を蓄雨技

術と定める． 

1.2　雨水循環系

　雨水活用システムによって作り出される雨水循環系は，水循環系の一部を構成し，人工水と

しての上下水道水，井戸水，貯留雨水，自然要因としての雨や湧水，植物などの生態水，土壌

水などを含む．

　雨水活用システムは，建築敷地において人工的に作り出す水循環系，すなわち雨水循環系の装置 

であり，その要素は人工水と自然水とで構成される．建築敷地における水循環系の入力として雨水，

上水，井水があり，出力として表面流出水，下水，浸透水，蒸発水，蒸散水がある．雨水循環系に

おいては，雨水活用システムと上下水道システムを別系統のシステムとして取り扱う．両システム

の関係は，雨水貯留の補給水に上水を用いる場合や雨水利用後の排水を下水道に流す場合にシステ

ム間の連携をとる．なお，上水との連携の際には，雨水管と上水管を直接接続しないなど，水道水

系（上水道システム）のルール（水道法等）に則る必要がある．また，雨水を利用し下水道へ排水

する場合は，下水系（下水道システム）のルールに則る必要がある．（それぞれのルールについては，

「図 1.3.3.1 関係法令・技術基準等の一覧」記載の法令・基準等を参照のこと）．

図 1.2.1　水循環系と雨水循環系 ※１）

雨水循環系雨水循環系

国土の水循環系国土の水循環系

地球レベルの水循環系地球レベルの水循環系

都市の水循環系都市の水循環系

雨水活用
システム

蒸発
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蒸発散

蒸散

蒸散

下水処理場浄水場
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水道水系 下水系
地下水系

近くの雨
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ダム
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〈出典〉　※ 1） 日本建築学会 ： 活かして究める 雨の建築道 , 技報堂出版， 2011 
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1.3　適用範囲

1.3.1　対 象

　全ての敷地における雨水の貯留，利用，浸透，蒸発散にかかわる雨水活用システムすべてを

対象とする．

　本規準は，建築とその敷地のみに限らず，地域全般における雨水活用システムを対象とする（図

1.3.1.1）．建築予定の空き地や駐車場，建築敷地に転用される可能性のある農地や緑地など，敷地

全般を対象とする．なお，地域敷地の概念については「2.3.2　地域敷地」を参照のこと．また，規

模の大小や，民間，公共のいかんにかかわらず，すべての雨水活用システムを対象とする．雨水循

環系は，敷地の所有形態等にかかわらず，地域全体の問題であり，個々の建築を超えたつながりま

で含めて雨水活用システムを考慮する必要がある．

1.3.2　降雨特性

　雨水活用システムは，地域によって異なる降雨特性に留意し，短期降雨に対する一時貯留性

能と年間を通じた降雨に対する水循環性能を高める両方の効果を持つものとする．

　雨の降り方にはさまざまな特性項目があり，大きく分けると台風による豪雨やゲリラ豪雨などに

よって引き起こされる短期的降雨と，梅雨，秋雨前線などの停滞による長期的降雨がある．雪を含

む過去 10 年単位の期間（1991 年～ 2000 年 ( 左 )，2001 年～ 2010 年 ( 中 )，2011 年～ 2020 年 ( 右 )）

の降水特性（図 1.3.2.1 ～ 1.3.2.3）は，日本国内においても地域によって大きく異なる．これらの

図は，地域気象観測システム（アメダス（AMeDAS））で観測された降水データ（1991 年～ 2020 年の

1時間値）を用いて各都道府県別に降水パターン解析を行い，年間降水量，一雨降水量および無降水

時間（図 1.3.2.4）の平均値を日本地図上に表したものである．なお，一雨降水量については雨の降

り始めから止むまでに降った降水量の積算値であり，無降水時間は雨が止んでから次の雨が降り始

めるまでの時間である．

事務所

道路

地域敷地

グランド・公園

駐車場

倉庫

道路

地域敷地

学校

商業施設

広域敷地

雨水 蒸発・蒸散

上水

湧水

井水 浸透水

表面
流出水

下水
（汚水）

雨水循環系雨水循環系

［かりる］ ［かえす］

［つくる］

建築敷地
上水

湧水

表面
流出水

下水
( 汚水 )

雨水 蒸発・蒸散

井水 浸透水

雨水活用
システム
雨水活用
システム

［かりる］ ［かえす］

［つくる］

：雨水活用システム

図 1.3.1.1　対象とする雨水活用システム
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